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惑星地球の組成と起源�
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マントルの層構造と
鉱物種の変化�
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ß-spinel:ウォズレアイト, γ-spinel: リングウッダイト, "
Mg-ilmenite: アキモトアイト, Mg-perovskite: ブリッジマナイト�

マントルの層構造と
鉱物種の変化�
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どのような所でとれるのか 
場所：南アフリカ,キンバリー 
目的：ダイヤモンド採取 
深さ：約1100m 
操業：1914年8月に閉鉱 

ダイヤモンド鉱山�

①ダイヤモンド鉱山はクラトンにのみある。!
②それらのクラトンの下にはテクトスフェアと呼ばれる!
地震波の速いマントルが存在する!
③ダイヤモンドを運んだマグマ（キンバーライト）は、!
大陸分裂時などに噴火�

nufrHÈ�

(4) マントルの主要鉱物は�
� 60%　カンラン石　　　(Mg,Fe)2SiO4    

25%　斜方輝石  　　　 (Mg, Fe)SiO3 
10%　単斜輝石  　　　 Ca(Mg, Fe)Si2O6  
  5%　アルミを含む相 
60km以深　ガーネット (Mg, Fe, Mn)3Al2Si3O12 
60～10km  スピネル 　(Mg, Fe2+)(Al, Cr, Fe3+)2O4  
10km以浅　斜長石　　 (Ca,Na)(AlAl,SiAl)Si2O8 

ダイヤモンド中の包有鉱物は下部マントル物質も運ぶ！！�
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地球の組成と隕石の組成�



マントルの組成（親鉄元素）�
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>3.6 Ga岩石の分布�
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